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【防災情報】青森河川国道事務所
大雨による防災情報（第３報）

青森河川国道事務所では台風９号の接近に伴う大雨により、８月２３日
８時００分現在、馬淵川 櫛引橋水位観測所において、水位が水防団待機
水位を超え、なお増水する見込みであることから、８時００分に河川災害
対策支部（注意体制）を設置しました。
また、８月２３日１時３０分に道路災害対策支部（注意体制）を設置し、

２時３０分に警戒体制に移行しております。 今後の情報にも十分な注意を
お願いします。

１．青森河川国道事務所の体制
８月２３日（火） １時３０分 道路災害対策支部（注意体制）
８月２３日（火） ２時３０分 道路災害対策支部（警戒体制）
８月２３日（火） ８時００分 河川災害対策支部（注意体制）

２．河川の水位情報
平成２８年 ８月２３日 ８時００分現在の水位情報は以下のとおりです。

水系名 河川名 観測所名 水 位 水防団待機 はん濫注意 避難判断 はん濫危険
水位 注1) 水位 注2) 水位 注3) 水位 注4)
(ﾚﾍﾞﾙ1) (ﾚﾍﾞﾙ2) (ﾚﾍﾞﾙ3) (ﾚﾍﾞﾙ4)

馬淵川 馬淵川 櫛引橋 3.05m 3.00m 4.00m 6.70m 6.90m
(八戸市) ↑

(ﾚﾍﾞﾙ1)

注1)水防団待機水位：洪水において、水防団の出動に向けて待機する目安となる水位。
注2)はん濫注意水位：洪水による災害のおそれがあるとき、水防団出動の目安となる水位
注3)避難判断水位：はん濫警戒情報が出されると市町村から避難準備情報の発令の目安とな

る水位。
注4)はん濫危険水位：河川の河川の改修状況及び過去の洪水による被害の状況等を勘案して

定めた、洪水により氾濫の起こる恐れがある水位。洪水警報を発表する指標となる水位。

３．降雨情報
平成２８年８月２３日 ８時００分現在

（路線名） （観測所） （雨量）
一般国道４号 野辺地（野辺地町）連続雨量１３１㎜
一般国道４号 浅虫（青森市） 連続雨量 ８４㎜



４．道路の巡回状況 ８時００分現在
８月２３日 ○国道４号

青森市～平内町・野辺地町境 巡回中
七戸町～野辺地町・平内町境 巡回中

５．その他
道路情報は、インターネット上でも見ることが出来ます。
青森河川国道事務所 http://www.thr.mlit.go.jp/aomori/disaster/disdoc.htm

なお、道路の異状を発見した場合は、下記にご連絡下さい。
道路緊急ダイヤル ＃９９１０

※災害対策支部設置基準
注意体制 ・時間雨量３０ｍｍ、連続雨量が８０ｍｍに達した場合
警戒体制 ・連続雨量が１２０ｍｍに達した場合
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